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【目的】小児歯科の臨床では歯科医師と患者との信頼関係が重要である。しかし、小児と

歯科医療スタッフとの間に信頼関係が確立されているかどうかを判定する方法は少ない。

本学の尾崎らは、歯科診療室をミニチュア化した箱庭と人形を用いて小児の歯科診療に対

する不安度を判定する方法を開発している。そこで私は、尾崎らの分類方法と、発達心理

学テストの関係を調査した。

【症例】本研究の対象者は、本学小児歯科外来に来院した小児25名（男子13、女子12名）

で平均年齢5．7歳に対して、人形を配置させた。また、その保護者には発達心理テスト（K［DS乳幼児発

達スケール；発達科学研究教育センター）を記入させた。

【結果】ミニチュア歯科診療室を用いた小児の評価では、患者自身に見立てた人形をデンタルチェア

ーの上に置いた（’lype4｝ものが全体の68％で最も多く、人形をデンタルチェアに置かないその他の

Typeと比較して、生活年齢並びに総合発達年齢が高かった。しかし、総合発達指数は自身をデンタル

チェアに置かないType1，2の方がType4よりも高く、最も配置状態の悪いType3では、総合発達指数

が他の’lb・peよりも最も低かった。このように、ミニチュア歯科診療室に配置された人形のTypeと小

児の社会的発達状態には関係が認められた。今回の結果をもとに、更に小児の歯科診療における歯科

医師との関係を分析する予定である。
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